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かん さかずき 

ぉ燜 させ、 小さい 盃 で チビ チビ 二 合く らい 飲んで み 

た。 そうして 私 は、 実に 非常なる 感慨に ふけった。 

お 酒 は、 それ は、 ぉ燜 して、 小さい 盃で チビ チビ 飲 

む ものに きまって いる。 当り前の 事で ある。 私が 日本 

酒 を 飲む ようにな つたの は、 高等学校 時代から であつ 

たが、 どうも 日本酒 はからくて 臭くて、 小さい 盃でチ 

ビ チビ 飲む のに さえ 大 いなる 難儀 を 覚え、 キュ ラ ソォ、 

ぺ パ ミ ント、 ポオ トヮ インな どの グラス を 気取 つた 手 

つきで 口 もとへ 持って行って、 少しくな める という 種 

ちょ-つし 

族の 男で、 そうして 日本酒のお 姚子を 並べて 騒いで い 

けんお ぶべつ 

る 生徒た ちに、 嫌悪と 侮蔑と 恐怖 を 感じて いた もので 



れはャ ケクソ の 酒乱と 見なされ、 社交界から 追放の 

うきめ あ 

憂目に 遭った ものである。 

あんな 小さい 盃で 二、 三 杯で も、 もはや そのような 

騒ぎな の だから、 コップ 酒、 茶碗 酒な どに 到って は、 

まさしく 新聞 だね の 大事 件であった ようで ある。 これ 

は 新派の 芝居の クライマックス によく 利用せられ てい 

て、 

「ねえさん！ 飲ませて—. たのむ わ！」 

と、 色男と わかれた 若い 芸者 は、 お 酒の はいって い 

み も だ 

るお 茶碗 を 持って 身悶えす る。 ねえさん 芸者そう はさ 

せじと、 その 茶碗 を 取り上げようと、 これ また 身悶え 



「ああ、 いいと も。 何でも 言って おくれ。 どうせ 私 は、 

あき 

あれの 事に は、 呆れ はてて いるの だから。」 

若旦那の 不行跡に 就いて、 その 母と、 その 店の 番頭 

が 心配して いる 場面の ようで ある。 

「それならば 申し上げます。 驚きな すって はいけ ませ 

ん よ。」 

「だいじょうぶ だ つ てば！」 

「あの、 若旦那 は、 深夜 台所へ 忍び込み、 あの、 ひや 

ざけ、 …… 」 と 言い も 終らず 番頭、 がつ ばと 泣き伏し、 

お 内儀、 

「げ えつ！」 と のけぞる。 木 i£ しの 擬音。 
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